




































































































調査対象病院は，東京都 23 区内にある東京都二次救急指定医療機関の D 病院である．病床数は約 500
床で入院基本料 10 対 1（2013 年）を算定している．看護師数は 367 名（2013 年 4 月 1 日において）で，
新人看護師は毎年約 20 名を採用している．研究対象者は 2013 年度採用新人看護師及び休職者を除いた
307 名を対象とした． 





































































































































女性 261 98.1 
男性 5 1.88 
年齢 (歳） 
20-24 34 12.8 
25-29 65 24.4 
30-34 54 20.3 
35-39 47 17.7 
40-44 40 15.0 
45-49 14 5.3 
50-54 6 2.3 
55 以上 6 2.3 
経験年数 （年） 
1 年～3 年 42 15.8 
4 年～9 年 77 28.9 
10 年～19 年 91 34.2 
20 年以上 47 17.7 
無回答 9 3.4 
現在所属する部署 
新人配属箇所 212 79.7 
その他 54 20.3 
職位 




看護師長 16 6.0 
プリセプティ経験の有無 
あり 246 92.5 
なし 17 6.4 
無回答 3 1.1 
プリセプター経験の有無 
あり 169 63.5 




調査は 2013 年 6 月 5 日～28 日にかけて実施した．調査内容は，先に実施した筆者の研究結果と先行
文献（千葉 2004）（山口 2012）を参考に，匿名性と権利擁護を確約した選択肢固定の質問項目及び自由
記述欄を設けた調査票を作成した．調査項目は，実際に実施した調査票の質問項目のうち，本研究の分











質問紙を D 病院に勤務する看護師 307 人に配布したところ，回答者は 286 人，回収率は 93.2％であ




の指導経験がない人は 17 人（6.4％），無回答者 3 人（1.1％）であった．それに対し，プリセプターと
しての指導経験がある人（以下プリセプター経験者）は 169 人（63.5％），プリセプターとしての指導経

































思わない X2検定   
N=266 








有り 63 37.3% 38 22.5% 68 40.2% X2＝1.800   
df=2      
P＝0.407 
無し 33 34.0% 29 29.9% 35 36.1% 
合計 96 36.10% 67 25.20% 103 38.70%   
(2)新人看護師への
直接指導に対する
考え   
有り 144 85.2% 19 11.2% 6 3.6% X2=9.045*   
df＝2     
P=0.011 
無し 68 70.1% 20 20.6% 9 9.3% 




有り 156 92.30% 12 7.10% 1 0.60% X2=21.151   
df＝2     
P=0.000 
無し 71 73.20% 17 17.50% 9 9.30% 





有り 148 87.60% 20 11.80% 1 0.60% X2=2.605    
df＝2     
P=0.272 
無し 83 85.60% 11 11.30% 3 3.10% 





有り 150 88.80% 14 8.30% 5 3.00% X2=6.189    
df＝2     
P=0.045 
無し 75 77.30% 16 16.50% 6 6.20% 





有り 33 19.50% 61 36.10% 75 44.40% X2=7.678*   
df＝2     
P=0.022 
無し 33 34.00% 33 34.00% 31 32.00% 





有り 8 4.70% 28 16.60% 133 78.70% X2=23.090***  
df＝2     
P=0.000 
無し 8 8.20% 40 41.20% 49 50.50% 
合計 16 6.00% 68 25.60% 182 68.40%   
＊P＜0.05  ＊＊P＜0.01  ＊＊*P＜0.001   
人数と割合の斜字＝期待度数５未満のセル   
検定の斜字＝期待度数５未満のセルが１セル以上あった場合の検定結果 















































「経験年数」「職位」との関連についてカイ二乗検定を用いて分析し，検定結果を表 4－1，表 5－1 に
示す．期待値が 5 未満のセルが 1 セル以上あった場合には，推計値の安定性に問題があるため，カイ二
乗検定の結果は参考値として斜字で表記するに留め，回答の分布を記述するのみとする． 
 
① 新人看護師教育の実践的な技術指導者に対する考えとプリセプター経験の有無との関連（表 3） 
カテゴリー(1)「新人看護師教育の実践的な技術指導は，プリセプターが中心になり行うものである」




い」（以下「思わない」と表記）という人の割合とは，経験者で 2.9 ポイント，未経験者で 2.1 ポイン
トの差しかなく，意見がばらつく傾向が見られた． 
 
② 新人看護師への直接指導に対する考えとプリセプター経験の有無との関連（表 3） 
カテゴリー(2)「新人看護師ができていないことがあれば直接指導している」という意見に対する検定
結果では，カイ二乗値は 9.045 とα＝0.05 の際の限界値よりも大きく，「新人看護師ができていないこ
とがあれば直接指導をしている」という意見に，｢プリセプター経験の有無」は関連がみられ，「新人看
護師ができていないことがあれば直接指導をしている」という意見に対し「思う」という考えは，プリ





期待値が 5 未満のセルが 1 セル以上あったため，統計的な有意差を確定するに至らなかった（表 4－1）． 
プリセプター経験者では，「思う」と答えた人が圧倒的に多く，その割合は未経験者よりも 19.1 ポイ
ント高い 92.3％であった．「経験年数」でも，新人看護師を褒めようと意識している人の割合は経験年
数が増すごとに高くなっており，「思う」と答えた人の割合が，経験年数 1～3 年の人では 61.9％，経













検定   
N=266 




思わない    
（そう思わない）  
（全くそう思わない） 




あり 156 92.30% 12 7.10% 1 0.60% X2=21.151   
df＝2     
P=0.000 
なし 71 73.20% 17 17.50% 9 9.30% 
経験年数
（年） 
1-3 26 61.90% 11 26.20% 5 11.90% X2＝26.378  
df=6     
P＝0.000   
n=257 
4-9 67 87.00% 8 10.40% 2 2.60% 
10-19 80 87.90% 9 9.90% 2 2.20% 
20 以上 46 97.90% 1 2.10% 0 0.00% 
職位 
看護師 148 80.40% 27 14.70% 9 4.90% X2=11.863   
df＝4     
P=0.018 
主任/副主任 64 97.00% 1 1.50% 1 1.50% 
看護師長 15 93.80% 1 6.30% 0 0.00% 
合計 227 85.00% 29 10.90% 10 3.80%   
＊P＜0.05  ＊＊P＜0.01  ＊＊*P＜0.001   
人数と割合の斜字＝期待度数５未満のセル             












「経験年数」のオッズ比は 1.085 であり，1 年経験年数が上がると 1.085 倍新人看護師を褒めるよう
意識している割合が高くなった．「プリセプター経験の有無」のオッズ比は 3.415 であり，プリセプター







































ことを見つけて褒めるよう意識している   
（職位別集計 看護師のみ） 
  回帰係数 標準誤差 オッズ比 回帰係数 標準誤差 オッズ比 
経験年数  0.081* 0.035* 1.085 0.042 0.034 1.043 
プリセプター経験の有
無 
1.228** 0.455** 3.415 1.357** 0.427** 3.884 
定数 0.381 0.32 1.464 0.45 0.316 1.568 
F・X2  22.787*** 15.747*** 
Nagelkerke R2 乗 0.184 0.136 
自由度  2 1 
N  212 184 














が 5 未満のセルが 1 セル以上あったため，統計的な有意差を確定するに至らなかった（表 5-1）． 
しかし，プリセプター経験者や経験年数が高くなるにしたがって，「スタッフはみな，新人看護師に
対して看護モデルとしての役割を負っている」と考えている人の割合が高かった.プリセプター経験者で
は，「思う」と答えた人が未経験者よりも 11.5 ポイント高く 88.8％，未経験者では 77.3％であった．
「経験年数」では，どの経験年数でも「思う」と答えた人の割合が最も高いが，経験年数が高くなるに
従いその割合も高く，経験年数 1～3 年の人では 66.7％，経験年数 4～9 年の人では 89.6％，経験年数






























表 5－1 新人看護師に対するスタッフの看護モデルとしての存在に対する考えと諸属性 
項目 
スタッフはみな、新人看護師に対して看護モデルとしての     
役割を負っている 
検定   
N=266 




思わない    
（そう思わない）  
（全くそう思わない） 




あり 150 88.80% 14 8.30% 5 3.00% X2=6.189    
df＝2     
P=0.045 
なし 75 77.30% 16 16.50% 6 6.20% 
経験年数
（年） 
1-3 28 66.70% 10 23.80% 4 9.50% X2＝15.691   
df=6     
P＝0.016   
n=257 
4-9 69 89.60% 7 9.10% 1 1.30% 
10-19 77 84.60% 10 11.00% 4 4.40% 
20 以上 44 93.60% 2 4.30% 1 2.10% 
職位 
看護師 151 82.10% 24 13.00% 9 4.90% X2=4.284   
df＝4     
P=0.369 
主任/副主任 61 92.40% 4 6.10% 1 1.50% 
看護師長 13 81.30% 2 12.50% 1 6.30% 
合計 225 84.60% 30 11.30% 11 4.10%   
＊P＜0.05  ＊＊P＜0.01  ＊＊*P＜0.001   









は，全回答者の中でプリセプター経験のオッズ比は 2.368 であり，経験者は未経験者の 2.368 倍新人看
護師に対して看護モデルとしての役割を負っていると感じている結果となった．さらに，新人配属箇所
で勤務するプリセプター経験のオッズ比は 2.599 であり，経験者は未経験者より 2.599 倍その役割認識
が高かった．そして，どちらのモデルでも「経験年数」は統計的に有意な効果はもたなかった． 


























  回帰係数 標準誤差 オッズ比 回帰係数 標準誤差 オッズ比 
経験年数  0.026 0.025 1.026 0.031 0.023 1.032 
プリセプター経験の有無 0.955＊ 0.402* 2.599 0.862＊ 0.365* 2.368 
定数 0.857** 0.323** 2.356 0.907** 0.309** 2.478 
F・X2  8.600** 9.491** 
Nagelkerke R2 乗 0.07 0.063 
自由度  2 1 
N  204 266 






と行動できない」という意見との検定の結果，カイ二乗値は 7.678 とα＝0.05 の際の限界値よりも大き
く，この意見の考えに，｢プリセプター経験の有無」は関連がみられた（表 3）．プリセプター経験者で
は，「思う」人の割合が 19.5％であったのに対し，未経験者のほうが 34％と 14.5 ポイント高い．逆に




⑦  新人看護師指導はプリセプターに任せることに対する考えとプリセプター経験の有無との関連 
（表 3） 
カテゴリー(7)「新人看護師指導は苦手なので，プリセプターに指導は任せている」という意見との検














表 5－1 新人看護師に対するスタッフの看護モデルとしての存在に対する考えと諸属性 
項目 
スタッフはみな、新人看護師に対して看護モデルとしての     
役割を負っている 
検定   
N=266 




思わない    
（そう思わない）  
（全くそう思わない） 




あり 150 88.80% 14 8.30% 5 3.00% X2=6.189    
df＝2     
P=0.045 
なし 75 77.30% 16 16.50% 6 6.20% 
経験年数
（年） 
1-3 28 66.70% 10 23.80% 4 9.50% X2＝15.691   
df=6     
P＝0.016   
n=257 
4-9 69 89.60% 7 9.10% 1 1.30% 
10-19 77 84.60% 10 11.00% 4 4.40% 
20 以上 44 93.60% 2 4.30% 1 2.10% 
職位 
看護師 151 82.10% 24 13.00% 9 4.90% X2=4.284   
df＝4     
P=0.369 
主任/副主任 61 92.40% 4 6.10% 1 1.50% 
看護師長 13 81.30% 2 12.50% 1 6.30% 
合計 225 84.60% 30 11.30% 11 4.10%   
＊P＜0.05  ＊＊P＜0.01  ＊＊*P＜0.001   









は，全回答者の中でプリセプター経験のオッズ比は 2.368 であり，経験者は未経験者の 2.368 倍新人看
護師に対して看護モデルとしての役割を負っていると感じている結果となった．さらに，新人配属箇所
で勤務するプリセプター経験のオッズ比は 2.599 であり，経験者 未経験者より 2.599 倍その役割認識
が高かった．そして，どちらのモデルでも「経験年数」は統計的に有意な効果はもたなかった． 



































ついての関連について分析した結果を表 6 に示す． 
カテゴリー(8)「ナースコールや電話は，新人看護師が先輩よりも積極的に対応する姿勢が，後輩とし

















思わない X2検定  
N=266 






対する考え   
有り 77 45.60% 70 41.40% 22 26.00% X2=2.366   
df＝2    
P=0.306 
無し 44 45.40% 34 35.10% 19 19.60% 






有り 101 59.80% 53 31.40% 15 8.90% X2＝1.890  
df=2     
P＝0.389 
無し 50 51.50% 35 36.10% 12 12.40% 





有り 141 83.40% 25 14.80% 3 1.80% X2＝0.320  
df=2     
P＝0.852 
無し 83 85.60% 12 12.40% 2 2.10% 
合計 224 84.20% 87 13.90% 5 1.90%   
＊P＜0.05  ＊＊P＜0.01  ＊＊*P＜0.001   
人数と割合の斜字＝期待度数５未満のセル   
検定の斜字＝期待度数５未満のセルが１セル以上あった場合の検定結果 
  
 (3) 新人看護師指導体制への思いとプリセプター経験の有無との関連 
①新人看護師の夜勤独り立ちの時期に対する考えとプリセプター経験の有無との関連（表 6） 
 カテゴリー(9)「新人看護師の成長と患者の安全を考えれば，6 月からの夜勤独り立ちは困難である」
















































































































































































The purpose of this research is to clarify the differences of role recognitios between 
nurses with and without preceptor experiences for newly graduated nurses in their clinical 
site education. The outcomes of questionair shows that nurces with preceptor experiences 
are more conscious about being of the role model for newly graduated nurses and offer 
more compliments on their perpormances. It is clear that the preceptor experiences are 
more important for newly graduated nurses’ education than the years of experiences of 
practice as nurses. In addition, the result shows that there are nonverbal code of conduct 
at the hospital. The result also shows that additional staffs for newly graduated nurses 
education are necessary to enhance the system.
Akeyword: newly graduated nurse education, preceptorship, senior nurse
Challenges of clinical site education for newly 
graduated nurses: The differences of role 
recognitions between nurses with and without 
preceptor experiences at a hospital in Tokyo
KUROU, Hitomi
